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喬木村リニア中央新幹線対策委員会 [ 第９回 ] 会議録 

 

 

１．会議名  喬木村リニア中央新幹線対策委員会 [ 第９回 ] 

 

２．開催日時 令和２年９月２９日（火） １９時００分から２０時１５分 

 

３．開催場所 喬木村防災センター 

 

４．出席者 

【喬木村リニア中央新幹線対策委員】 

  仲田和文、下平貢、下岡幸文、木下温司、佐藤文彦、後藤章人、櫻井登、中森高茂、昼神二三男、市瀬健二、 

勝野明人、筒井正明、矢澤治俊、丸山貢弘、福山康雄、松本誠司、桐生達夫、市瀬光一、大脇和夫、片岡昭彦、 

吉川博幸、矢澤輝雄、西元祐樹、佐藤悠、木下哲也、河西真法、宮原俊一、阿部美千代 

（欠席者：原和由） 

 

【喬木村役場】 

  市瀬村長、佐藤副村長、井澤高速交通対策課長、吉川計画調整係長、白井 

 

【長野県リニア整備推進事務所】 

  平調整課担当係長 

 

【東海旅客鉄道株式会社】 

  【長野工事事務所】平永所長、村中副長、土居、釼先、 

【名古屋建設部】 鈴木課長、熊崎係長、早川、川道 

【三井住友ＪＶ】 池田 

 

５．協議・報告事項 

 （１）協議事項（非公開） 

    ①天竜川橋りょうほか新設 ―準備工事に係る事前説明― について 

 （２）報告事項（公開） 

②伊久間工場団地造成事業の進捗状況について 

③堰下ガイドウェイ製作・保管ヤード事業の進捗状況について 

   

６．非公開の理由 

  未決定事項が報道等されることで、村民に誤解を招くことを防止するため 

 

７．傍聴人 １人 
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８．委員会の概要 

（１）開会 

（２）委員紹介 

（３）あいさつ 

（４）協議・報告事項 

（５）その他 

（６）閉会  

 

９．会議録 

（１）開会 

（２）委員紹介 

   （新規）：筒井正明 農地利用最適化推進委員 

   （交代）：佐藤悠  中央保育園保護者会 

（３）あいさつ 

・仲田委員長 

  月末の平日夜間のお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。北の用地交渉もだんだんと進んでいる状況で

して、今般、天竜川橋りょうから阿島北の村営住宅までのピアの間の工事業者が決まったということで、今年度渇水期

から工事がはじまるようです。そのことについて、今日はご協議いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

・市瀬村長 

  夜間お疲れのところ対策委員会ということでお集まりいただきありがとうございます。先ほど仲田委員長よりお話の

ありましたとおり、喬木村におきましてもいよいよリニア本線の工事がはじまってくるということで、対策委員会のみ

なさんにご協議いただきたい案件がありましてお集まりいただいております。リニアの状況は報道等でご存じだと思い

ますが、27 年の開業が厳しくなってきたというようなこともございまして、静岡の問題等ございますので、平永所長

もお見えですので語れる範囲で語っていただきたいと思っておりますが、長野県内におきましては粛々と事業を進めて

いくということで、村のほうでも 27 年度開業に向けてということで準備をさせていただきたいという風に思っており

ます。今日は本線工事の中の天竜川架橋に関わる準備工が渇水期を利用してはじまってくるということで、工事の車両

や工期のことなどみなさまにご相談したい案件がございます。忌憚のないご意見をいただければありがたいと思ってい

ます。また、リニアのガイドウェイの用地のことになりますが、こちらも常日頃から見ていただいておりますとおり、

アクセス道の工事の方が着々と進んでおりまして、だいぶ道形が出来てまいりました。こちらも今後の予定等説明申し

上げましてみなさまのご意見等伺いたいと思っておりますし、伊久間の工場団地の方も、収穫が終わった段階からいよ

いよ造成工事に着手していきたいということになりますので、喬木村の中、北から南までみなさまに大変ご迷惑をかけ

るということになりますがよろしくお願いしたいと思っております。残念なことに７月の集中豪雨で大鹿の残土を運ぶ

ということで、飯田市の住宅団地の造成や伊久間の工場団地造成に使う発生土を運ぶための河川内道路が災害でかなり

やられてしまったということで少し計画を変えなければいけないのかな、とも思っておりますけれども、こちらについ

ても現在の状況について若干説明をしていきたいと思っております。いずれにしましても、これから 2027 年までの

７年間工事が本格化してくるということで、地域のみなさま、そして各団体のみなさまのご理解をいただかないと出来

ない仕事ばかりとなりますので、どんどん質問をしていただいて、みなさん納得の上で早期開通に向けて村の方も進ん

でまいりたいと思っておりますので本日はよろしくお願いいたします。 

 



3 

 

・平永所長 

ＪＲ東海中央新幹線長野工事事務所で所長をしております平永でございます。本日はどうぞよろしくお願いします。

本日当社の工事事務所のメンバーも多数参加させていただいて、ネクタイをしているのがＪＲの人間でございます。

よろしくお願いいたします。先ほど、村長からお話ありましたが、長野県内においては、中央新幹線の建設事業を着

実に進めさせていただいております。これは、地元喬木村のみなさまももちろんでございます、飯田下伊那地区の地

元のみなさん、長野県のみなさん、いろいろなみなさんのおかげで進んでいるということでございます。改めて高い

席ではございますが、お礼申し上げたいと思います。ありがとうございます。 

さて、喬木村の村内では、大きく３つの流れが現在進んでいるという状況でございます。これも先ほど村長からお

話ございましたので簡単に申し上げます。１つ目は本線用地をお譲りいただいて工事を進めるための協議をおひとり

おひとりの方にさせていただいているという状況でございます。直接交渉しているのは県に委託しておりますが、当

社といたしましても可能な限り同席して、いろんなご意見やご心配事に寄り添いながらこれからも進めてまいりたい

と思っておりますので、引き続きのご協力をお願いしたいと思っております。２つ目は堰下のガイドウェイヤードの

工事でございます。こちらも道路の姿がようやく見えてきて、村に協定を結ばせていただいて、施工に協力していた

だきながら進めているという状況でございます。私共が事業者で村に協力いただいているということでございますの

で、当然ながら何かご心配事ございましたら、当社も村と一緒になって対応してまいりたいと思っておりますので、

なんなりとご意見をいただければと思っています。そして、３つ目でございます。本日、後ほどご説明をいたします

が、天竜川橋りょうほか新設工事の準備作業を今後進めさせていただきたいと思っております。こちらにつきまして

は、天竜川という大きな川でございますので、どうしても施工する期間が限られてしまうということで、今年度に準

備工事をさせていただかないと、本体工事に入っていけないということがございますので、この点についてご理解い

ただいた上で進めていきたいという風に思っております。なお、喬木村側から作業させていただくには、天竜川にど

ういう風にアプローチするのかですとか、そういったことについて地元のみなさまとしっかりと協議していかなけれ

ばいけないと思っておりますので、こちらについて概要の説明を後ほどいたしますので、ぜひご協議をいただければ

と思っております。この事業につきましては、工事をまず安全に、みなさまにご迷惑をかけないように進めるという

こと、環境の保全、自然環境はもちろんでございますが、みなさまが住まれている住環境についてもしっかりと配慮

して工事を進めるということ、そしてなにより地域のみなさまとしっかりと連携をして工事を進めていく、この３つ

のことを肝に銘じて、施工ＪＶとともにしっかりと取り組んでまいりたいと思っておりますので、引き続きのご理解

ご支援よろしくお願いいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 
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（４）協議・報告事項 

  １．協議事項（非公開） 

①天竜川橋りょうほか新設 ―準備工事に係る事前説明― について 

 

 

２．報告事項 

  ②伊久間工場団地造成事業の進捗状況について 

質疑応答 

昼神村会議員→７ページでございますが、現在運行している飯田市の丹保の車両を見ますと、文字の大きさや背景色と

同化して見づらいなど車両番号を確認しようにも確認できないような状況でありますので、文字の色やサ

イズを指定して取り付けていただくよう指導いただきたい。 

喬木村   →飯田市の状況は承知しており、委員ご指摘のとおり同感であります。極力大きく、背景と同化しないよ

うな形で運行させていただきたい。 

 

宮原養護学校代表→４ページの運搬台数について片道最大１５０台とありますが、行き帰り往復３００台ということで

よろしいでしょうか。 

喬木村   →その通りです。 

宮原養護学校代表→平均で３．５分に１台くらい通るということになると思います。波があるとすれば１分２分に１台

くらい通る時もあると思いますが、子どもたちの通学時間帯については特に配慮をいただきたいと思いま

すし、あまり広くない道路もありますのでトラックがすれ違うときには配慮いただきたい。 

喬木村   →幸いにして飯田市の運搬が先行して動いておりますので参考にいたしますと、やはり波はあるにしても、

信号待ちだとかどうしても数珠つなぎになってしまうこともあるということで、沿線の住民のみなさまか

らご意見いただいているとも伺っています。飯田市と情報共有させていただきまして、極力配慮させてい

ただき安全に運搬できるよう努めていきたいと思います。 

 

  ③堰下ガイドウェイ製作・保管ヤード事業の進捗状況について 

質疑応答 

なし 

 

（終わりに） 

仲田委員長 本日いただきました意見・課題等については、関係団体にて整理していただき次回開催の当委員会にてご

報告いただきたくお願いいたします。開催日時等については、事務局より追ってご連絡申し上げます。 
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（６）その他 

  ・飯田市リニア代替地整備事業に伴う発生土運搬の承諾について 

コロナの影響で書面決議とさせていただきましたが、ご通知のとおり承諾の旨を飯田市へ伝えさせていただい

ております。また、当初 9 月末までの運搬ということでしたが、小渋川の堤防道路の決壊によりまして、計画

の延長の話をいただいております。当面、年度末までということでありますが、伊久間の運搬のこともござい

ますので、急に台数が増えることのないよう調整をさせていただきたいと思います。 

伊久間の造成地につきましては、大鹿からの発生土を搬入する前段で、耕土のすきとりを行う予定で、飯田市

と同様千代へ運搬させていただきますことを飯田市に了解をいただいております。 

  ・北地区杉ヶ洞地籍のボーリング調査について 

ＪＲ東海にて、１０月の上旬から下旬にかけて、北第一公民館から村道１２１号線を入った山側にて調査を予

定しております。 

 地元・自治会へは今後通知にて周知をします。 

（７）閉会 

  


